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幸千  中学校区 校番 14 福山市立 千田小 学校 
   

 最終更新日 202５年（令和７年）４月１７日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  各中学校区・学校が、資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 
○地域行事やボランティア活動に主体的

に参加する児童・生徒は年々増えてお

り、それが児童・生徒の地震や地域へ

の愛着につながっている。 

●中学校区として不登校数はまだ多い。 

●体力テストにおいて、県の平均値以上

の項目がまだ少ない。 

 

育成する力 

資質・能力 
思考力・創造力  表現力  思いやり  能動的市民性 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

〇主体的に学び よく考える児童生徒 〇自分なりに表現し伝え合う児童生徒 

〇思いやりのある児童生徒      〇人や社会に貢献しようとする児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

〇住み続けられる町づくりを考えることを目的にした学習を核に各教科等と関連

づけたカリキュラムを実施することで、めざす子ども像に迫る取組を行う。 

〇生徒の実態を細やかに分析し、生徒のつまずきの要因に対応した指導と支援を行

う。 

 

現 状（昨年度までの成果○と課題●） 

＜児童生徒＞ 
○「挑む」という学校教育目標を様々な場面で活用することで児童の意識が高まり、主

体的に活動しようとする児童が増えている。 

○児童の関わりを意識した縦割り活動や学校行事の充実等により、互いを認め合う温か

い声かけや行動が増えた。 

〇委員会活動や体育的行事等の取組により、体力向上や食に対する意識が高まった。 

●挑んだ結果を児童自身がふり返り、次につなげていけるようにしていく必要がある。 

●掃除や挨拶、体力向上についての意識に高まりが見られるが、児童の実態把握が十分

でない。 

●長期欠席児童は、昨年度３６名（新規５名）である。 

＜授業＞ 
○教科ごとのチームによる研究を推進することで、自由な発想のもとで授業研究が行う

ことができた。また、教科の特性に合わせた「学ぶ喜び」とは何かを明らかにしてい

くことで、児童の学習に対する意欲が高まった。 

●様々な学力調査において正答率が全国平均を下回っており、基礎的な知識・技能の定

着を図るための授業づくりをしていく必要がある。 

 

育成する力 

資質・能力 
思考力・創造力 表現力 思いやり 能動的市民性 

めざす 

子ども像 

自分で 

問いを自分事として捉え

え、自分なりの方法で考

えて、解決することがで

きる。 

表現方法を時・相手・場

面に応じて選択し、適切

に伝えることができる。 

挨拶や言葉遣い、言葉か

けを意識して生活するこ

とができる。 

次の活動の見通しをも

ち、自ら行動を切り替え

ることができる。 

みんなで 

自分と友達の意見や考え

の、共通点や相違点など

を見つけ、新たな意見や

考えを見出すことができ

る。 

様々な表現方法を時・相

手・場面に応じて選択し、

適切に伝え合うことがで

きる。 

他の人のことを考えた行

動や相手を大切にする行

動、言葉かけができ、協

力して生活することがで

きる。 

周りに気を配り，きまり

の意義を考え、行動に移

せる。 

挑み 

続ける 

日常的に行動する。 

最後まで粘り強く取り組む。 

「もっともっとすごい」を目指して修正する。 

   

研究 

テーマ 
つながる！学び 

～自分事として理解し表現することを通した基礎的な知識・技能の定着～ 

内容等 
算数科「数と計算」領域を中心に、児童が自分事として理解し表現する授業づくりに

ついて追究し、基礎的な知識・技能の定着を図る。 

めざす授業の姿 

◎「自分・他者・生活・他教科とつながる学び」を通して、理解と表現をくり返し、基礎的な知 

識・技能の定着を図ることのできる授業を目指す。 

〇自分とつながる…自分との関連に気付いたり、自己をふり返ったりする。 

〇他者とつながる…他者と対話しながら考えたり、相手意識をもって表現したりする。 

〇生活とつながる…体験的な活動を楽しんだり、実生活に生かしたりする。 

〇他教科とつながる…教科横断的に取り組んだり、他教科の学びに生かしたりする。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

〇ボランティア活動や交流館との連携な

ど、地域との関わり（CSの取組）を通

して、子どもたちが成長している。 

●保護者・地域住民への積極的な情報発

信を行い、CS の取組を知ってもらう

とともに、地域連携をさらに深めてい

く。 

 

ミッション 

変化の激しい社会の中で、未知な状況に自ら挑み続ける児童・教師 

 
学校教育目標 

挑む ～自分で〇〇 みんなで〇〇 挑み続ける千田小～ 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月 1日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 自ら考え学び、基

礎的な知識・技能

の定着を図る 

 

 

★ 新
規 

・教職員が児童の実態

を適切に捉えて評価

し、指導の改善につ

なげる。 

 

 

・学力テスト等で正答

率40％未満の割合

を20％未満にする。 

 

 

 

 

 

 

・家庭学習の習慣化を

図る。 

・学力調査や単元テス

トの結果の分析を通

して、児童の実態を

適切に把握する。 

 

 

・教材研究や研究授

業、校内研修などを

通して、授業の中で

理解と表現をくり返

しながら、考えを深

めることができるよ

うにする。 

 

 

・家庭学習の方法を示

していく。 

(1)児童アンケート「『自

分・他者・生活・他教

科とつながる学び』

が、学習内容の理解に

つながったと感じる」

「授業がよくわかる」

の肯定的回答を80％

以上 

 

 (2)国・算の単元テストの

到達度60%未満の児

童の割合 

 前期：15％ 

 後期：10％ 

 

(3)家庭学習の時間 

低学年：15分以上 

中学年：30分以上 

高学年：45分以上 

 

  

  

 
 

 

 

２ 自己有用感育む

居場所づくりを

進める 

 

 
継
続 

・学校の全ての人が相

手を大切にする行

動、言葉を使え、安

心して登校できる

児童を増やす。 

 

 

・不登校児童を昨年よ

りも減らす。 

・児童、教員が自他の

良さを認め合うこと

ができるよう、学校

全体での取組を行っ

たり、学級活動の充

実を図ったりする。 

 

・QUアンケートを行

い、児童の実態を把

握し、一人ひとりに

合った支援、声掛け

をできるようにす

る。 

(4)「自分のよさは、まわ

りの人から認められ

ている」と肯定的に答

える 児童の割合を

80％以上 

 

(5)「学校に来るのが楽し

い」と肯定的に回答す

る 児童の割合を80％

以上 

 

(6)長期欠席児童の数を

昨年度(36名)より減

らす。 

 

(7)学級生活満足群に属

する児童６０％以上 
 

 

  

  

 
 

 

 

福山市立  千田小   学校 
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１ 自らの健康維持・

促進に努める 

 

 

 
継
続 

・自分の健康（運動・

食・安全)について考

え、体作りができる

ようになる児童を

増やす。 

・体験的に憧れや理想

となる姿を学び、運

動への意欲を高めた

り、運動する時間や

場の設定をしたりす

る。 

 

・地域資源・栄養士と

連携し、体験的な活

動・食に興味関心を

もつ場づくりを通し

て、食の大切さに気

付くことができるよ

うにする。 

(8)「運動することが好

き」と肯定的に回答す

る児童の割合を80％

以上 

 

(9)「体育の授業が好き」

と肯定的に回答する

児童の割合を80%以

上 

 

(10)「主体的に食に関す

る知識や興味を深めよ

うとしている」と肯定

的に回答する児童の割

合80％以上 

 

(11残食（月平均）を主食

3.7kg 未満、副食

4.5kg未満にする。 

 

  

  

 
 

 

 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化，
問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が
生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し、十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し、望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し、一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り、成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り、成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


